
 

 

平成 25 年 3 月新規学卒者の求人・求職・就職状況（平成２４年１０月末現在） 

- 高校生の就職内定率は過去１０年間で３番目に高い数値 – 

 

   高知労働局は平成２５年３月新規学卒者について、平成２４年１０月末現在の求人・求職・就職状況を取りま

とめましたのでお知らせします。 
 
 
  【高校新卒者】 
   ○就職内定率      ６０．４％で、前年同期比４．７ポイントの増。 
   ○就職内定者数     ７０６人で、同１．９％の増。 
   ○求人数【県内】    ８１４人で、同２７．８％の増。 
   ○求職者数       １，１６９人で、同６．１％の減。 
   ○求人倍率【県内】   １．１２倍で、前年同月比０．２６ポイントの増。  
 
  【大卒新卒者】 
   ○就職内定率      ４９．０％で、前年同期比１０．０ポイントの増。 
   ○就職内定者数     ６３２人で、同２６．１％の増。 
   ○求職者数       １，２９１人で、同０．５％の増。 
    
 

 

 
  
      15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 

県内求人数 535  519  515  646  706  724  457  489  637  814  

県内求職者数 1,084  1,116  823  924  686  712  699  630  738  727  

県内内定率 34.0 27.8  35.7  40.4  48.1  46.3  44.2  46.3  46.1  51.2  
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【高等学校概況】 
 ①県内求人数は８１４人で、前年同期に比べ２７．８％増加した（前月比８４人増）。１０月末現在においては平

成１３年度以降の最高値となった。 
② 求職者総数は１，１６９人で前年同期と比べると６．１％減少した（前月比４２人減）。県内求職者数は７２

７人で、前年同期に比べ１．５％減少した（前月比１９人減）。県外求職者数は４４２人で前年同期に比べ１２．

８％減少した（前月比２３人減）。 
③県内求人に対する県内就職希望者の求人倍率は、１．１２倍で前年同期を０．２６ポイント上回った。１０月末

現在においては平成１０年度以降の最高値となった。 
④県内求人数を産業別にみると、１・製造業、２・医療・福祉、３公務、その他、４・生活関連サービス業・娯楽

業、５・建設業の順となっている。前年同期と比較すると建設業、製造業、飲食店・宿泊業、医療・福祉、公務・

その他で１０人以上求人数が増加している。 
⑤就職内定者数は、全体で７０６人となり、前年同期に比べ１．９％増加した。また、県内事業所への就職内定者

数は３７２人となり、前年同期に比べ９．４％増加したが、県外事業所への就職内定者数は３３４人となり、前

年同期に比べ５．４％減少した。 
⑥就職内定率は、全体で６０．４％となり、前年同期を４．７ポイント上回り、１０月末としては過去１０年間で

３番目に高い数値となった。県内就職内定率は５１．２％で前年同期を５．１ポイント上回り、平成９年度以降

の最高値となった。また、県外就職内定率は、７５．６％となり、前年同期を６．０ポイント上回った。 
⑦県外高卒求人について 
  10月末の県外求人件数は820件。 

産業別求人割合は多い順に、製造業（構成比21.2％）、飲食店・宿泊業（17.4％）、建設業（14.8％）、生活関

連サービス事業・娯楽業（13.6％）、卸売業・小売業（9.2％）の順となっている。 
  地域別では、求人件数の多い順に大阪192件（構成比23.4％）、東京153件（18.6％）、愛知131件（15.9％）、

香川51件（6.2％）となっており、前年同期が大阪124件（構成比26.7％）、東京58件（12.5％）、愛知79件

（17.0％）、香川44件（9.4％）であったことから、東京の求人が増加していることが窺える。 
（※注意）県外高卒求人については、今年度より、各高校へ求人企業から送付された求人票を基に求人件数を

計上しています。前年度までの取り扱いである、求人企業が高校管轄のハローワークへ送付してきた

求人票を基にした数値とは集計方法が異なるため、過去の数値との単純比較ができないことにご留意

ください。 
＊高校生の応募については、学校長の推薦をもって９月１６日から選考が開始されました。１０月１日以降は企業

の了解があれば２社までの応募が可能となっています。 
 

【大学概況】 
 ・就職内定者数は、全体で６３２人となり、前年同期と比べ２６．１％増加した。また就職内定率は、全体で４９．

０％となり、前年同期を１０．０ポイント上回った。 
・求人件数については全数で８，１８３件、前年同月と比べ９６．８％の増加となっていますが、求人件数のカウ

ント方法を変更した大学があるため、過去との比較には注意が必要です。 
＊企業側倫理憲章においては、１２月１日採用広報活動の開始、４月１日選考活動の開始、１０月１日正式内定の

開始と定めてあり、労働局においても１０月末より、内定率を公表します。 
 
【今後の取組】 

１・１２月６日、平成２４年度第２回新卒者就職応援本部会議を開催し、各関係機関と更なる連携を図りなが 
ら新規学校卒業予定者に対するきめ細やかな就職支援を行うこととしています。 

２・未内定者との個別相談、個別支援（平成２５年３月高校卒業予定の就職未内定者に係る職業ガイダンス） 
１２月以降、高校と連携して未内定者の個別支援をするため、随時未内定者と個別相談を行います。今後、

個別求人開拓やハローワークにおいて一般求人の職業紹介を行います。 
３・地域就職面接会（安芸市1/29・高知市2/6・四万十市2/13・四万十町2/15開催予定） 
 一般求職者のための面接会ですが、学卒未内定者にも積極的に参加勧奨を行います。 
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